
備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
三
月
十
五
日
。
第
四
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。

（
仮
領
置
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
条

改
正
法
附
則
第
三
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
法
第
十
一
条
第
十
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
四
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
新
法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
指
定
の
申
請
を
し
た
者
に
つ
い
て
新
府
令
第
四
十
二
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
つ

い
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
二
年
以
上
継
続
し
て
所
持
し
て
お
り
、
か
つ
、新
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
五
号
の
三
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
錠
を
備
え
て
い
る
居
室
そ
の
他
の
設
備
に
お
い
て
確
実
に
施
錠
し
、
か
つ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
覆
い
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
管

理
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
保
管
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
六
条

改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
四
条
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
者
が
所
持
す
る
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
に
係
る
新
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

は
、
新
府
令
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
錠
を
備
え
て
い
る
居
室
そ
の
他
の
設
備
に
お
い
て
確
実
に
施
錠
し
、
か
つ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
覆
い
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
管
理
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
保
管
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
確
認
又
は
許
可
証
の
提
示
の
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
法
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
九
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
号
中
「
、

第
四
号
の
六
、
第
四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
に
該
当
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
十
四
号
又
は
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
つ
い
て
輸
出
若
し
く
は
廃
棄
の
取
扱
い
を
委
託
さ
れ
た
者
に
該
当
」
と
、
同
号
イ
中
「
法
第
三

条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
六
、
第
四
号
の
七
、
第
八
号
、
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
（
以
下
「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、「
銃
砲
等
若
し
く
は
刀

剣
類
」
と
あ
る
の
は
「
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、「
教
習
射
撃
場
指
定
書
若
し
く
は
練
習
射
撃
場
指
定
書
、
当
該
譲
受
人
等
が
武
器
等
製
造
法
の
猟
銃
等
販
売
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
又
は
当
該
譲
受
人
等
に
係
る
銃
砲
刀
剣
類
製
造

等
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
銃
砲
刀
剣
類
製
造
等
届
出
書
又
は
当
該
譲
受
人
等
が
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
輸
出
若
し
く
は
廃
棄
の
取
扱
い
を
委
託
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
」
と
、「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
を
」
と
あ
る
の
は
「
特

定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
」
と
、
同
号
ロ
中
「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、
同
号
ハ
中
「
三
年
を
経
過
す
る
日
前
」
と
あ
る
の
は
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

六
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
」
と
、「
特
定
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


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